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大阪府ではウエストナイルウイルス(WNV)の侵入を監視する目的で、2003 年度より媒介蚊のサーベイ

ランス事業を実施している。また、死亡原因の不明な鳥死骸が 2 羽以上同地点で見られた場合、その鳥

についても WNV 検査を実施している。 

2008 年度は 6 月末から 10 月にかけて府内 20 カ所で蚊の捕集を行い、得られた雌の蚊について WNV

遺伝子の検出を試みた。捕集された蚊は 5 種 3514 匹で、そのうちアカイエカ群(50.5%)とヒトスジシマ

カ(48.7%)が大部分を占め、他にコガタアカイエカ(1.2%)、シナハマダラカ(0.3%)、イナトミシオカ(0.03%)

が捕集された。定点及び種類別の蚊 338 プールについて遺伝子検査を実施したが、すべての検体におい

てフラビウイルスあるいは WNV の遺伝子は検出されなかった。また、2008 年度当所に搬入された死亡

カラス(6 頭)についても同様に遺伝子検査を行ったが、すべての検体においてフラビウイルスあるいは

WNV の遺伝子は検出されなかった。 
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ウエストナイル熱は蚊によって媒介されるウイルス

性の熱性疾患である。その病原体であるウエストナイ

ルウイルスは 1937 年にアフリカで発見されて以後、ア

フリカ、ヨーロッパ、西アジア、中東を中心に散発的

に流行がみられていた1）。しかし 1999 年夏にニューヨ

ークで初めて流行が確認されて以後、米国においてウ 
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エストナイル熱の流行は毎年発生し、多くの患者や死

者が報告されている2)。また、カナダやメキシコ、ハン

ガリー、イタリアでも患者が発生し、南米やオースト

リアにおいても鳥や馬の感染が報告されている3-9)。 

このような国際的な感染症が、我が国にいつ侵入し

てくるかは予測できない。ウエストナイル熱の侵入・

蔓延を防止するためには WNV に対する継続的な監視

を行い、早期発見、防疫対策を行うことが必要と考え

られる。特に、関西国際空港や大阪港を擁する大阪府

は、十分な警戒態勢をとっておくことが重要である。 

大阪府ではベクターとなり得る蚊の種類や、蚊のウ

イルス保有について調べるため、2003 年度より蚊のサ

ーベイランス調査を実施している10-15)。また、死亡原

因の不明なカラスの死骸が同地点で 2 羽以上見られた

場合、その鳥についてもWNV検査を実施している。こ

こでは 2008 年度の調査結果について報告する。 

 

調 査 方 法 
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図 1 蚊の捕集地点 

1.捕集定点および調査実施期間 

図１に示したように大阪府管内、東大阪市及び高槻

市に計 20 カ所の定点を設定し、2008 年 6 月第 4 週か

ら 10 月第 2 週（東大阪市及び高槻市は 9 月第 3 週）ま

での期間、隔週の火曜日から水曜日にかけてトラップ

を設置し、蚊の捕集調査を実施した。 

 

2.蚊の捕集方法 

 蚊の捕集には CDCミニライトトラップ(John W.Hock 

Company)を使用し、蚊の誘引のためドライアイス(1～

2kg)を併用した。トラップは調査実施日の夕刻 16～17

時から翌朝 9～10 時までの約 17 時間設置した。 

 

3.蚊の同定 

 捕集した蚊は、各保健所において種類を同定し、種

類ごとに別容器に入れて当日中に公衆衛生研究所に搬

入した16）。同定が困難な蚊等については公衆衛生研究

所で再度チェックした。アカイエカとチカイエカは外

見上の区別が困難であることから、すべてアカイエカ

群として分別した。 

 

4.蚊からのウイルス検出 

 各定点で捕集された蚊のうち雌を検査の対象とし、

定点毎、種類毎に乳剤を作成し、ウイルス検査に用い

た。1 定点 1 種類あたりの検体数が 50 匹を超える場合

は、複数のプールに分割した。乳剤の作成は 2mLのマ

イクロチューブに捕集蚊とステンレス製クラッシャー

を入れ、0.2%ウシ血清アルブミン(BSA)加ハンクス液

を 250μL加えた後、多検体細胞破砕装置（シェイクマ

スターVer1.2 システム、バイオメディカルサイエンス）

で約 1 分振とうして作成した。破砕後のマイクロチュ

ーブを軽く遠心してからクラッシャーを除去し、

0.2%BSA加ハンクス液を 500μL追加して攪拌した。そ

れを 4℃10,000rpmで 20 分間遠心し、その上清を

0.45μmMillexフィルター(ミリポア)で濾過したものを

検査材料とした。なお、1 プール中の蚊の数の多寡に

より加えるハンクス液を適宜調節した。検査材料のう

ち 150μLはE.Z.N.A.Viral RNA Kit (OMEGA bio-tek) を

使用してRNAを抽出し、残りの材料を細胞培養(Vero細

胞、C6/36 細胞)によるウイルス培養に用いた。RT-PCR

は 、 フ ラ ビ ウ イ ル ス 共 通 プ ラ イ マ ー

(Fla-U5004/5457,YF-1/3)、ウエストナイルウイルス特異

 

― 2 ―



アカイエカ群

1774 (50.48%)
ヒトスジシマカ

1687 (48.65%)

コガタアカイエカ

43 (1.22%)

シナハマダラカ

9 (0.26%)

イナトミシオカ

1 (0.03%)

図2 捕集された蚊の種類と数及び構成比

的検出プライマー（WNNY 514/904）を用いた17,18)。ま

た、チクングニヤウイルス特異的検出プライマー

(chik10294s/10573c)を用いて、チクングニヤウイルスに

ついても遺伝子検出を試みた。 

に

ついても遺伝子検出を試みた。 

  

 5.カラスからのウイルス検出  5.カラスからのウイルス検出 

 回収されたカラスは大阪府南部家畜保健衛生所病性

鑑定室にて解剖された後、脳のみ当所にて検査を実施

した。カラス毎に乳剤を作成し、蚊と同様に RNA 抽出

後遺伝子検査を実施した。 

 回収されたカラスは大阪府南部家畜保健衛生所病性

鑑定室にて解剖された後、脳のみ当所にて検査を実施

した。カラス毎に乳剤を作成し、蚊と同様に RNA 抽出

後遺伝子検査を実施した。 

  

結   果 結   果 

  

1. 蚊の捕集結果について 1. 蚊の捕集結果について 

捕集された雌の蚊は 5 種 3514 匹であった。その構成

はアカイエカ群とヒトスジシマカで 99％を占めた（図

２）。その他の蚊として、コガタアカイエカ、シナハマ

ダラカ、イナトミシオカが捕集された。また、昨年ま

で数は少ないが毎年捕集されていたオオクロヤブカ、

トウゴウヤブカは捕集されなかった。 

捕集された雌の蚊は 5 種 3514 匹であった。その構成

はアカイエカ群とヒトスジシマカで 99％を占めた（図

２）。その他の蚊として、コガタアカイエカ、シナハマ

ダラカ、イナトミシオカが捕集された。また、昨年ま

で数は少ないが毎年捕集されていたオオクロヤブカ、

トウゴウヤブカは捕集されなかった。 

調査期間を通じた捕集数の推移では、アカイエカ群

はサーベイランス開始時より捕集数が多く、8 月初め

にピークを示したが、その後急減した（図３）。この傾

向は昨年と同様であった。ヒトスジシマカは 7 月後半

と 9月中旬に 2峰性のピークを示し、その後急減した。

またアカイエカ群、ヒトスジシマカ、コガタアカイエ

カ以外で 2 種捕集されたが、捕集数は少なく、捕集時

期も限られていた。 

調査期間を通じた捕集数の推移では、アカイエカ群

はサーベイランス開始時より捕集数が多く、8 月初め

にピークを示したが、その後急減した（図３）。この傾

向は昨年と同様であった。ヒトスジシマカは 7 月後半

と 9月中旬に 2峰性のピークを示し、その後急減した。

またアカイエカ群、ヒトスジシマカ、コガタアカイエ

カ以外で 2 種捕集されたが、捕集数は少なく、捕集時

期も限られていた。 

定点別の捕集数では、定点により捕集数の大きな差

はあるが、アカイエカ群とヒトスジシマカはすべての

地点で捕集された。コガタアカイエカについては、昨

年は泉州地域と東大阪でのみ捕集されたが、今年は北

摂、北河内でも捕集された（図４）。シナハマダラカは

富田林、貝塚、阪南の 3 カ所、イナトミシオカは東大

阪の 1 カ所のみで捕集された。 

定点別の捕集数では、定点により捕集数の大きな差

はあるが、アカイエカ群とヒトスジシマカはすべての

地点で捕集された。コガタアカイエカについては、昨

年は泉州地域と東大阪でのみ捕集されたが、今年は北

摂、北河内でも捕集された（図４）。シナハマダラカは

富田林、貝塚、阪南の 3 カ所、イナトミシオカは東大

阪の 1 カ所のみで捕集された。 
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2．捕集蚊からのウイルス遺伝子検査結果 

各定点で捕集された蚊を種類別に分け 338 プールの

乳剤を作成して RT-PCR 法による遺伝子検査を実施し

たが、すべての検体においてフラビウイルス、WNV、

チクングニヤウイルスの遺伝子は検出されなかった。

またウイルス分離の結果も陰性であった。 

 

3． 鳥死骸の回収数とウイルス遺伝子検査結果 

今年度回収された鳥死骸 6 頭はすべてカラスで、す

べての検体でフラビウイルス、WNV の遺伝子は検出さ

れなかった。 

 

考   察 

 

 今回の調査で捕集された蚊の種類は、アカイエカ群

とヒトスジシマカが大半を占めた。昨年と比較すると、

アカイエカ群とヒトスジシマカの捕集数の減少が見ら

れたが、構成比は、昨年の結果とほぼ同様であった（図

５、６）。捕集数の推移を見るとコガタアカイエカの捕

集数は昨年とほぼ同じで、大阪府全体ではこの種の生

息域に変化がみられていないことが考えられた。また、

今回イナトミシオカが東大阪で捕集された。イナトミ

シオカはこれまで大阪市や堺市におけるサーベイラン

スでは捕集されているが、大阪府のサーベイランスで

捕集されたのは今回が初めてである。イナトミシオカ

 

捕
集
数 

（
匹
） 
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は汽水域に生息する蚊であるが、このような比較的内

陸部でも捕集される場合があることが確認できた。こ

の蚊はWNVを媒介できることが報告されており、アカ

イエカやヒトスジシマカ、コガタアカイエカなどと同

じくWNV媒介蚊として注意すべき蚊である19)。 

各調査地点で捕集される蚊の種類や数の変動には、

気温、降水量などの気候変動と、調査実施日の天候、

気温、風速などが大きく影響すると考えられる。今年

度アカイエカ群もヒトスジシマカも 7 月後半から 8 月

中旬にかけて捕集数が急減したが、その一因として 7

月末の大雨を伴う強風や、調査日の大雨など天候の影

響があったことが考えられた。 

定点別の捕集数では、昨年度と比較すると捕集数が

増加したところは 3 カ所（豊中、枚方、貝塚）で、そ

の他はほとんど減少しており、大阪府全域で捕集数が

少なかったと考えられた15）。東大阪では、西部で 4 回、

東部で１回捕集数が 0 のときがあり、昨年の捕集数か

ら急減したが、この原因の一つとしてトラップの動作

不良が考えられた。 

カラス検体については、2003 年 4 月より 2009 年 5

月までに当所に持ち込まれた総数は 66 頭で、今のとこ

ろ WNV は検出されていない。カラスの回収について

報告の多い地点はあるが、市街地、臨海、公園など様々

な地点で発見され、捕集される環境に傾向はないと考

えられた（図７）。 

 WNVについては、多くの自治体で蚊の調査が実施さ

れている。現在のところ国内で蚊や鳥からWNVが検出

されたという報告はなく、北米からの帰国者における

ウエストナイル熱輸入症例が報告されているのみであ

る20)。しかし、北米での流行は 1999 年以降毎年発生し

ており、終息する気配はなく、今後も輸入症例が発生

する可能性が考えられる2）。 

また、全地点で捕集されたヒトスジシマカはWNVだ

けではなく、デング熱やチクングニヤ熱のベクターと

しても重要な蚊である。チクングニヤ熱は昨今大きな

流行が相次いでインド洋諸島国、インド、スリランカ、
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東南アジアで発生し、現在も流行は続いている。現在

わが国では 6 例の輸入症例が報告されているが、すべ

て冬期から春期に起きた感染である21－24）。しかし、ヒ

トスジシマカの密度が高い夏期に、ウイルス血症をお

こした有症者が帰国すれば、イタリアでインドから入

国したチクングニヤ熱患者によってヒトスジシマカを

介した 300 名前後の流行が起こったように、日本でも

流行が起きる可能性はある25）。このような事例を考え

ると、今後も蚊媒介性疾患に対して監視を行っていく

ことが必要と考えられる。 
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